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注)本資料中に記述した製品・サービス名は各社の商標または登録商標です。

カテゴリ № 研究分科会テーマ 

ICT 戦略／ 
人材育成  

1 働き方改革に情報システム部門が果たすべき役割の研究 

2 AI 活用時代における人材スキルの成長方向に関する研究 

3 デジタルビジネス時代における外部データマネジメント戦略の研究 

4 データを利活用するデータコンシェルジュ体制の整備と人材育成に関する研究 

5 業務ノウハウの可視化と継承方法に関する研究 

技術／技法 

6 UX デザインを活用したモバイルシステムの要求定義手法の研究 

7 テスト見積りにおける標準プロセスと手法の研究 

8 エンタープライズアジャイル開発と従来型開発の共通管理指標の研究 

9 AI・OT(※)・セキュリティ分野で活用が進む大規模データ利活用の研究   
※OT：Operational Technology 

10 エンタープライズデータの利活用の実現に向けたデータ処理技術の研究 

11 ブロックチェーンを活用したシステムの設計開発手法の研究 

12 クラウドネイティブアーキテクチャを採用した SoE の研究 

13 新たな価値を創造するAR/VRの活用方法の研究 

14 グラフデータベース適用範囲の研究 

15 社内業務システムにおける RPA
（※）活用の研究    

※RPA：Robotic Process Automation 

管理／運用 

16 暗黙知となっている運用業務スキルの継承方法の研究 

17 AI を活用したコールセンターの統計情報の研究 

18 マルチクラウド時代の企業ネットワークの運用管理に関する研究 

19 設備と連携する情報システム群を様々なサイバー攻撃のリスクから守る研究 

20 自動化・AI 化の過渡期におけるシステム運用部門の人材育成に関する研究 

新分野 

21 個人情報の流通拡大に伴うビジネス活用の研究 

22 マイクロサービス活用手法の研究 

23 デザイン思考におけるプロトタイピング実践方法の研究 
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ICT 戦略 

／人材育成 No.1 働き方改革に情報システム部門が果たすべき役割の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

2017 年 3 月に首相官邸から発表された「働き方改革実行計画」を受け、国内の
各企業・団体は働き方改革の取り組みに着手しつつある。現代の業務や働く環境は
システムと不可分であり、働き方の改革にあたっては、当然ながら ICT 面からの支
援が必須である。働き方の改革を加速するためには、情報システム部門がどのよう
な価値をどのように提供すべきかが課題となっている。 

本分科会では、働き方の改革にあたり、情報システム及び情報システム部門が提
供すべき価値は何か、価値提供にあたってどのような課題があるか、それをどのよ
うに解決するかを研究する。 

目標とする研究成果 ・働き方改革における情報システム及び情報システム部門の役割 
・働き方改革で発生するシステム上の課題と解決策 
・働き方改革における ICT 活用アイデア 
・働き方改革への価値提供に必要となる、情報システム部門が保有すべき人材像と
そのスキル 

具体的な研究手順 (1) 働き方改革を支援する情報システムのあり方を検討する 
(2) 働き方を改革する上での(情報システムに限らない)課題を調査する 
(3) 働き方改革の課題の内、ICT で解決すべき課題の選択とその解決策を立案する 
(4) ICT による課題解決策の実証実験、もしくは机上シミュレーションによる検証 

を行う 
(5) 働き方改革を推進する情報システム部門の役割・必要とされる人材像とそのス

キルを明確化する 
参加条件  
対象部門・クラス・前提ス
キルなど  

・働き方改革に関する制度やマネジメントの変革をリードする立場にある方 
・働き方改革に関する ICT 活用を企画推進する立場にある方 

 

ICT 戦略 
／人材育成 No.2 AI 活用時代における人材スキルの成長方向に関する研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

今後の国内の現状を見るに労働人口が減少する中、品質や独自技術部分をはじめ
多くの分野・業務・作業について AI 活用が進んで行くものと思われる。統計処理
の延長にある機械学習の活用ではなく、既存業務を AI 活用に置き換えることによ
り、AI 活用を含めて人の業務内容が変わってくると想定される。過去においても、
第二次産業革命では無くなる職業とともに新たな職業が発生している。 
 
本分科会では、業務の AI 置換によって、人に求められるスキル、業務知識や今

後の AI リテラシーの重要性の変遷及び今後必要となるスキルを業務分野毎に明確
化することで、人材スキルの教育及び人材活用の方向性について研究する。 

目標とする研究成果 ・業務分野別 AI 置換事例調査結果 
・AI 活用ユースケースに基づく人的スキル依存部分（AI で置き換えられないスキ
ル及び今後必要となるスキル）の人材育成方針 

具体的な研究手順 (1) 業務分野別に業務の AI 置換の事例研究を行い、AI 適用後に人間に求められる
必要スキルを明確化する 

(2) 企業における AI 活用ユースケースを抽出する 
(3) ユースケースにおける人へのスキル依存部分を直近と 5 年後の視野に分けて

明確化する 
(4) 直近と 5 年後の視点で業務分野別の人材教育方針を策定する 

参加条件 
対象部門・クラス・前提ス
キルなど 

・自部門内における業務プロセス策定やシステム構築などの経験がある方 
・業務への AI 適用に興味・関心のある方 
・人材育成・教育方針策定の経験がある、もしくは関心のある方 
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ICT 戦略 
／人材育成 No.3 デジタルビジネス時代における外部データマネジメント 

戦略の研究 
研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

データマネジメントについては 2017 年度に、業務システム上のデータを横断的
に使える環境整備について研究している(情報利活用に向けたデータマネジメント
の研究)。一方、デジタルビジネスの創出・実行を視野に入れた場合、IoT や SNS、
パブリック DMP(Data Management Platform)などの外部データの利用が前提と
なることが想定されるため、外部データの利用環境整備が必要となってくる。 
 
本分科会では、デジタルビジネスにおけるデータ、とりわけ外部データの役割に

ついて明らかにし、個人情報保護・データオーナー問題など、その現実と対応策を
踏まえ、内部・外部合わせたデジタルビジネス時代におけるデータマネジメント戦
略を研究する。 

目標とする研究成果 ・オープンデータの利用が進むデジタルビジネス時代におけるデータ利活用のあり 
方とデータマネジメント戦略の策定 

具体的な研究手順 (1) デジタルビジネスの事例研究を行い、データの利用目的を明らかにする 
(2) 現状のデータマネジメント戦略を振り返り、(1)の結果とのギャップを明らか

にする 
(3) ギャップを埋める方法論・戦略の仮説を立てる 
(4) 仮想的なデジタルビジネスを設定し、方法論・戦略の検証を行う 
(5) デジタルビジネスにおけるデータマネジメント戦略のコンセプトをまとめる 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・デジタル技術をビジネスに活用されている、もしくは導入を計画されている方で
現在のデータマネジメントに課題を感じておられる方 

・消費者行動データや M2M/IoT などの外部データを取り扱う必要性を感じてい 
る方 

 
ICT 戦略 

／人材育成 No.4 データを利活用するデータコンシェルジュ体制の整備と 
人材育成に関する研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

蓄積されている膨大な各システムの多種多様のデータの中には、必要としている
データが埋もれている可能性が高い。一方で、データを整理、分析し、必要とする
データを提供できる人材が偏っているため、有効に活用することができない。デー
タを利活用するためのデータの整理、分析対応力強化の人材育成が課題である。 
 
本分科会では、データ利活用の組織作り・役割分担、データ分析対応力の強化、

向上を目的とした人材像と人材育成及び継続的なデータ活用を可能にする質の良
いデータを整備する機能構築を研究する。 

目標とする研究成果 ・データコンシェルジュ機能の定義 
・データ利活用業務の体制・組織 
・データ利活用人材の強化策（育成カリキュラムの策定） 

具体的な研究手順 (1) モデルケースを設定し、データ収集から利活用までの一連の流れを整理 
(2) 整理した情報をもとに課題を抽出 
(3) データ整理・分析できる人材像・必要スキルの検討・抽出 
(4) 組織体制・役割分担、育成カリキュラムの策定 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・既存データを活用してデータアナリティクス経験のある方、もしくは興味・関心 
ある方 
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ICT 戦略 

／人材育成 No.5 業務ノウハウの可視化と継承方法に関する研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

業務プロセスは、各種手続や運営ルールに準拠した多種多様の業務運営を、現場
の業務手順と情報システムが分担することで成り立っている。 
新規ビジネスや業務改革、環境の変化に対応するためには、幅広い手続やルール

から関連事務を抽出したり手順を構築する必要があり、そのための対応負荷や対応
漏れリスクが課題となっている。 
 
本分科会では、現場の業務手順との関係を含めた業務全体の手続やルールを明確

にする手法を確立することで知識の共有化を図り、属人化しやすい業務ノウハウや
経験則も蓄積していくことで、知見伝承、生産性と品質の向上、業務改善や意思決
定スピードの向上にむけた研究を行う。 

目標とする研究成果 ・BPMN や ArchiMate といった手続きやプロセスの可視化技法の適合性調査報告書 
・業務プロセス・業務ノウハウの可視化ガイドライン 

具体的な研究手順 (1) 業務手続きやルールなどの事例収集(参加各社の実績や工夫した事例など) 
(2) 収集した事例における課題を抽出 
(3) BPMN や ArchiMate といった技法の調査・研究(適合性の検証など) 
(4) 業務ノウハウ可視化・業務全体可視化に向けた情報・ドキュメント体系検討 
(5) 作成・維持すべき情報・ドキュメント体系のガイドライン策定 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・システム構築プロジェクトにおける現場業務プロセス策定の経験がある方 
・自部門内における業務プロセス策定や維持メンテなどの経験がある方 
・業務ノウハウ可視化、知見伝承方法の確立に興味・関心のある方 

 

技術／技法 No.6 UX デザインを活用したモバイルシステムの要求定義手法の
研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

モバイルシステムの要求定義においては、魅力的なユーザー体験を提供すること
が求められ、UX デザインを活用した要求抽出のアプローチが注目されている。 
一方、モバイルシステムの実現には、ミドルウェア、フレームワーク、部品群の

組み合わせや、他システム連携などの全体設計を適切に行うことが必要であり、複
雑な制約条件が生ずる。全体としては、ユーザー体験を追求する要求と、システム
実現のための制約条件の両方を考慮しバランスさせることが必要である。しかし、
そのためのプロセスや手法が確立しておらず、要求定義への手戻りや、実現性の欠
如による再設計がしばしば発生している。 
 
本分科会では、UX デザインを活用した要求定義のアプローチと、モバイルシス

テムを実現するための全体設計を整合させるためのプロセスや手法を研究する。 
目標とする研究成果 ・UX デザインを活用したモバイルシステムの実現方式パターン比較 

・UX デザインを活用したモバイルシステムの要求定義と評価のポイント 
・モバイルシステムにおける要求定義と全体設計を整合させるためのプロセスや手
法のガイドライン 

具体的な研究手順 (1) 先行事例からモバイル UX デザインのパターン抽出 
(2) モバイル UX デザインの要求定義と評価のポイント検討 
(3) モバイル UX デザインの要求定義プロセス検討 
(4) 上記をまとめたガイドラインの策定 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・モバイルシステムの開発経験がある方、または、これから経験する予定がある方 
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技術／技法 No.7 テスト見積りにおける標準プロセスと手法の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

プロジェクトにおいて見積りが失敗の要因となることは、いまだ多く発生してい
る。ただし、見積りと言っても、その内容は様々であり、その精度を改善していく
には、見積りの対象を絞り込み具体的に対策を講じていく必要がある。テスト見積
りは、プロジェクト計画時、工程工数比率、期間比率により工数、期間を決定する
ことが多い。しかし、プロジェクト特性により発生するテスト（種類、対象、作業
量のバリュエーション）は考慮されずに、実テストになって対応に窮することが発
生している。 
 
本分科会では、ウォーターフォール開発において、プロジェクトの見積りの中で

考慮を漏らしがちなカテゴリである「テスト見積り」をターゲットに研究する。 
目標とする研究成果 ・テスト見積りの標準プロセスガイドライン 

・テスト見積り時の方法（手法）ガイドライン 
具体的な研究手順 (1) 実態を踏まえた、本来のあるべきテストの見積り（工数、期間）方法の検討 

(2) 全体見積りへの反映タイミングなどのテスト見積りプロセスの策定 
(3) テストの種類（PT、IT、ST、OT、性能、信頼性、外部接続など）ごとの見積

り方法、留意点の形式知化 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・SI プロジェクトにて見積り経験がある、または、これから見積りを実施する予定
がある方 

 

技術／技法 No.8 エンタープライズアジャイル開発と従来型開発の 
共通管理指標の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

エンタープライズアジャイル開発に成功した企業では、開発スピードとコスト改
善が進み、そうでない企業との間に競争力の大きな差ができつつある。 
しかしながらアジャイル開発では、個々のスケジュールでの目標の出来映えの可

視化は出来ても、エンタープライズアジャイルでの一連の目標の積み上げが必要と
なるため、組織のマネジメント層が総括してプロジェクト状況を把握し、対応が必
要なプロジェクトをピックアップするための共通管理指標の設定が難しい。 
 
本分科会では、エンタープライズアジャイル開発における課題整理と、品質・進

捗・コストなどの軸ごとのアプローチから、ウォーターフォール開発との共通管理
指標について研究する。 

目標とする研究成果 ・エンタープライズアジャイル採用に向けての課題一覧 
・品質、進捗、コストなどの軸ごとの共通管理指標 

具体的な研究手順 (1) エンタープライズアジャイル開発プロジェクトの管理指標の実態調査 
(2) 必要とする共通管理指標の把握 
(3) 実態を踏まえ、共通管理指標への変換可否の可能性検討 
(4) 共通管理指標とプロジェクトのプロセスに応じた共通管理指標への変換方法

の策定 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・エンタープライズアジャイルの開発経験のある方、または、これから取り組む予
定のある方 
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技術／技法 No.9 AI・OT・セキュリティ分野で活用が進む 
大規模データ利活用の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

近年、AI による学習や現場を支える OT（Operational Technology）分野及びセ
キュリティ分野での分析など、大規模データの活用例が増えている。背景として、
従来、運用・保存コストの問題で利活用できなかった大規模データの保存技術が実
用段階にあることがある。一方、利活用に関しては、従来型の RDB では実用的な
処理が出来ない、保存場所から移動させることが出来ないなど、大きな制約がある。 
 
本分科会では、大規模データの利活用の現状や問題を調査し、その活用方法を研

究する。 
目標とする研究成果 ・大規模データの種類と制約、業務/アプリを考慮した目的別の活用事例調査 

・大規模データ利活用に関する技術課題と解決施策 
・大規模データ利活用に向けた提言 

具体的な研究手順 (1) 社内外・国内外の動向や先進事例を調査・共有、AI・OT・セキュリティに限
らない潜在領域の抽出 

(2) データの種類、場所、処理や利活用シーンなど特徴でカテゴライズ 
(3) カテゴリごとの技術課題の抽出、オープンソースなどを利用し解決策の試行 
(4) 上記結果をベースとした業務への活用と適用ステップの提言 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・AI やデータ利活用に関係する方（マーケティング、企画、営業、現場、システ
ム部門など） 

・オンプレ・クラウドでの業務システムの開発・運用に携わる方 

 

技術／技法 No.10 エンタープライズデータの利活用の実現に向けた 
データ処理技術の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

デジタルマーケティング分野や IoT 分野では、多様なシステムに散在しているデ
ータを活用することが求められる。その一方で、企業に蓄積されているレガシーな
データは複雑で、活用するための準備作業に時間が掛かっている。具体的には、デ
ータを活用できる形に整え、データを適所に配置し、データが持っている情報を抜
き出す作業となるが、その多くを人手に頼り自動化も難しく、データの利活用を阻
んでいる。 
 
本分科会では、オープンデータなど外部のデータや企業内のデータ利用を促進す

るためのデータ準備に向けた課題を整理し、データの形式・構造の加工技術やメタ
データ抽出技術など、データ準備作業の自動化技術の活用を研究する。 

目標とする研究成果 ・データ形式・構造加工（プレパレーション）、メタデータ抽出技術に関する自動
化方式の調査結果 

・オープンソースを利用した自動化方式の実装 
・上記の自動化方式の現場試行での効果の報告書 

具体的な研究手順 (1) データ形式・構造加工（プレパレーション）、メタデータ抽出の技術トレンド
調査（自動化技術・手動技術を含む） 

(2) 企業内やオープンデータなどに対して適用可能な現場の抽出と、実例を踏まえ
た自動化に向けた課題整理 

(3) オープンソースをベースにした自動化技術の試作 
(4) 現場でのデータプレパレーション・メタデータ抽出の自動化方式の試行 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・自身でデータの加工の設計や実装を実践できる方 
・データ利活用を検討したい方 
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技術／技法 No.11 ブロックチェーンを活用したシステムの設計開発手法の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

ブロックチェーンを活用したシステムは、金融分野だけではなく、物流や教育な
ど、様々な分野での適用に向けて、実証実験が盛んに行われている。また、ブロッ
クチェーンの実行基盤ミドルウェアとして、OSS の Hyperledger Fabric がリリー
スされ、クラウドベンダーからも PaaS 上で実行基盤を使える環境が整ってきた。
しかし、アプリケーションの設計・開発・テストのやり方については、まだノウハ
ウや手法が確立されていない。 
 
本分科会では、ブロックチェーンを使って実現したいサービスの機能及び非機能

要件から、どのようなシステムで実現すべきか全体アーキテクチャの考え方を研究
する。 

目標とする研究成果 ・想定したサービスに関する要件定義書 
・サービスを実現するアプリケーション（プロトタイプ） 
・ブロックチェーンを活用したシステムの適用方法と設計開発ガイドライン 

具体的な研究手順 (1) ブロックチェーンを活用したシステムに関する事例を収集・調査し、アーキ 
テクチャを整理 

(2) 具体的なサービスを想定し、機能・非機能要件、ユースケースを定義 
(3)  Hyperledger Fabric の実行環境で設計開発作業を実践し、アプリを試作 
(4) 実践を通じた知見をガイドラインとして形式知化し、有効性を評価 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・自身でアプリケーションの設計や実装を実践できる方 
・分散システムまたは Web システムにおけるアプリケーションの設計・開発経験
がある方 

 

技術／技法 No.12 クラウドネイティブアーキテクチャを採用した SoEの研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

ビジネスプロセス改革や新ビジネス創造などのデジタル革新が求められる昨今、
顧客や社内の他部門など、自部門と外部との関係を構築、強化する SoE （System 
of Engagement） を如何に設計するかが企業事業部門の重要な課題となりつつあ
る。特に米国企業による著名な SoE には、「クラウドネイティブ」アーキテクチャ
が採用されているという事実がある。 
 
本分科会では、「クラウドネイティブ」アーキテクチャとは何かを正しく把握し

た上で、外部との関係を有する実際のビジネスプロセスにおける具体例を挙げて分
析とモデル化を行い、「クラウドネイティブ」アーキテクチャを採用した SoE 設計
について研究する。 

目標とする研究成果 ・「クラウドネイティブ」アーキテクチャ調査結果 
・ビジネスプロセスにおける具体例の分析結果 
・上記具体例のモデル化結果 
・具体例に対する「クラウドネイティブ」アーキテクチャ SoE 設計ガイドライン 

具体的な研究手順 (1) 「クラウドネイティブ」アーキテクチャの調査と理解 
(2) 実際のビジネスプロセスにおける具体例の抽出と分析 
(3) 上記具体例のモデル化 
(4) 上記具体例に対する「クラウドネイティブ」アーキテクチャ SoE の設計と 

評価 
参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・SoE の導入、設計について経験のある方、または検討されている方 
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技術／技法 No.13 新たな価値を創造する AR/VR の活用方法の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

AR/VR の市場は 2020 年に向けて成長率が高く、急成長すると予想されている。
また、業種・業務問わずあらゆる分野（例えば、造船現場での作業ナビゲーション
や設備保全業務での作業ガイダンス、建設現場での地下配管確認、家具販売におけ
る自宅の家具配置や遠隔会議、商品アピール、美術館・博物館ガイド、マップなど）
でその活用が期待される技術の一つとなっている。これを受け 2017 年度下期短期
研究分科会「AR/VR 技術を活用した新たなビジネスユースケースの調査・検討」
でビジネスユースケースを調査・整理し、有効利用が期待できる業務分野、新たな
ビジネスユースケース、情報システム部門で取り組むべきことを提言してきた。 
  
本分科会では､これを更に深化させ、2017 年度に提言したビジネスユースケース

を AR/VR で実現する開発ツール・技法・プロセスについて研究する。 
目標とする研究成果 ・ビジネスユースケースを AR/VR で実現する開発ツール 

・ビジネスユースケースを AR/VR で実現する開発技法 
・ビジネスユースケースを AR/VR で実現する開発プロセスなど 

具体的な研究手順 (1) ビジネスユースケースの課題が AR/VR で解決可能かの検討（仮説立案） 
(2)  VR(AR)アプリのプロトタイピング製作（試作開発） 
(3) 課題の場でプロトタイプの運用（検証） 
(4) 実際の業務での運営も検証（ビジネス検証） 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・AR/VR の導入を検討している方、または関心のある方 

 

技術／技法 No.14 グラフデータベース適用範囲の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

現在主流になっている RDB（リレーショナルデータベース）は、全てのデータを
二次元で正規化しているが、世の中の様々なデータを効率的に扱うには限界があ
り、性能問題の要因ともなっている。一方で、NoSQL は、分散ファイルシステム
をベースとした KVS（Key-Value Store）にとどまらず、オブジェクトストア、ド
キュメント指向など、多様な進化を見せており、中でもグラフデータベースは
Amazon の最適ルート検索などで脚光を浴びている。 
 
本分科会では、NoSQL の中でも特にグラフデータベースに着目し、その特徴や

制約事項を見極めることで、効果的な適用業務領域や適用方法を研究する。 
目標とする研究成果 ・NoSQL におけるグラフデータベースの特徴調査結果 

・RDB とグラフデータベースの適用比較（性能、生産性・保守性など） 
・グラフデータベース適用ガイドライン（業務特性による向き/不向き） 

具体的な研究手順 (1) RDB や NoSQL の動向を調査し、グラフデータベースの特徴を見極め 
(2) グラフデータベースが適用されている事例を調査 
(3) グラフデータベースの有効な分野と適用にあたっての制約の洗い出し 
(4) グラフデータベース活用検討手順と適用方法の提言 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・RDB の正規化もしくは NoSQL を用いた開発経験のある方 
・物流経路最適化やデータ同士の関係度などに着目した処理に関心のある方 
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技術／技法 No.15 社内業務システムにおける RPA 活用の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

フロントオフィスの高度化が求められている中で、従来からのバッチ処理の自動
化などを更に高度化した RPA（Robotic Process Automation）が注目を浴び始め
ている。機能的には、従来技術の延長線であるが、AI 的な機能を部分的に組み込む
ことにより、いわゆる日常管理業務の自動化・効率化に期待を持つ企業も多い。 
しかしながら、各種のサービスや製品では提供される機能も異なり、具体的な業

務分野も多岐にわたるため、導入を模索している企業も多い。 
 
本分科会では、現在 RPA が提供している機能と、今後の拡張性を調査・整理し、

本当に適用が有効な業務領域を検討するとともに、導入に向けた研究を行う。 

目標とする研究成果 ・RPA 適用分野と成功・失敗事例集 
・RPA 関連製品・ツール・サービスの分類と特性比較 
・社内業務への RPA 適用ガイドライン（業務特性に応じたツール選択） 

具体的な研究手順 (1) RPA が適用されている業務の事例調査 
(2) RPA を実現する仕組みと製品・ツール・サービスの調査 
(3) RPA を業務に適用するための企画・導入プロセスの検討 
(4) 社内業務に RPA を活用するための検討手順と適用方法の検討 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・社内業務の効率化やホワイトカラーの生産性向上を検討する立場にある方 
・既存業務を大きく変えずに業務プロセスの自動化を検討したい方 

 

管理／運用 No.16 暗黙知となっている運用業務スキルの継承方法の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

システムの運用にあたっては、ICT スキルの他にお客様の業務に関するスキルが
不可欠であり、その内容はシステム特性やお客様にとっての重要性により、業務の
専門性や広さ深さが異なる。こうしたスキルは現状では特定の人の暗黙知となって
いるケースが多く、それらのメンバの定年退職やシステムの更新サイクルの短期化
などにより、年々運用品質の低下が懸念されている。また、この暗黙知であるスキ
ルの継承（後継者の育成）についても、なかなかうまくいっていないというのが現
状であり、システムの安定運用における課題となっている。 
 
本分科会では、各業種や分野にて行われたスキル継承の取組み事例を調査し、暗

黙知のデジタル化手法と AR などの具体的な継承手段について研究する。 

目標とする研究成果 ・スキル難易度別のスキル継承事例集 
・スキル難易度別の後継者育成の手引き 

具体的な研究手順 (1) 各業種や分野で業務スキル継承の取組み事例の調査 
(2) 優良事例の詳細ヒアリング 
(3) 事例集の作成 
(4) 事例などから方法論や本質的な工夫を抽出 
(5) 後継者育成の手引きの作成 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・システム運用に関し業務スキルの継承などを必要としているシステムエンジニア
またはマネージャークラスの方 

・人材育成の担当経験のある方 
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管理／運用 No.17 AI を活用したコールセンターの統計情報の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

コールセンターにおける AI の活用が本格化している。現状ではチャットボット
や応答すべき内容の候補の表示など、オペレータ作業の効率化に軸足を置くもの
が主たる内容となっている。コールセンターの効率的な運営を達成する上で、稼
働率や目標達成率(KPI)など、各種の統計情報の取得・集計・分析を行っているが、
コールセンター管理者の独自の知見に基づいているケースも少なくない。更なる
効率化や利用者の満足度向上など次に活かすための必要な統計処理を行うには知
識と多くの手間がかかる状況となっている。 
 
本分科会では、これまで一般的に作成されていた統計情報（応答率、After CALL 

WORK など）について、AI を活用することで統計情報を流動的に作成し、オペレ
ータの作業効率化、利用者満足度向上、デジタルマーケティング分野に適用する
方法を研究する。 

目標とする研究成果 ・AI を活用した統計情報の抽出手法 
・定量的効果の測定手法 
・満足度の測定など新たな分析手法 

具体的な研究手順 (1) 様々な業種のコールセンターでの統計情報の実態の調査 
(2) 統計を行うにあたっての課題の抽出 
(3)  AI の活用による実現性の検討 
(4) (3)の実施による効果測定 
(5) 今後の展望の研究 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・コールセンターの運用全般に関する経験・ノウハウがある方 
・コールセンターの AI 活用に関心がある方 

 

管理／運用 No.18 マルチクラウド時代の企業ネットワークの運用管理に関する研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

企業のクラウドシフトが加速している中で、企業ネットワークにも変革が求めら
れている。従来の情報システム部門により統制されたネットワーク基盤だけでな
く、事業部門が Salesforce や Office365 といった SaaS を利用することで通信の
流れが大きく変わる中、シャドーIT やネットワーク負荷の増大といった新たなリス
クも顕在化している。マルチクラウド時代に適応するためには、LAN、WAN（閉域
網）に加え、インターネットまでを含めて、トラフィックの最適化、セキュリティ
の維持管理などを行う必要があり、マルチクラウド利用に最適な企業ネットワーク
の構築・運用へのニーズが高まっている。 
 
本分科会では､SD-WAN、サービス連携（クラウドをつなぎ合わせてオーケスト

レーションする）などの新しい製品・サービスの提供が開始されている中で、マル
チクラウドの利用を前提とした企業ネットワークのあり方を、信頼性の維持、運用
負荷軽減、コスト削減、セキュリティ対策などの観点から研究する。 

目標とする研究成果 ・マルチクラウドを利用する際の課題一覧 
（高信頼の維持、運用負荷軽減、セキュリティ対策などの観点） 
・マルチクラウド利用に適応した企業ネットワーク基盤と運用管理のあるべき姿 

具体的な研究手順 (1) 企業におけるクラウド導入の成功・失敗事例を整理・分析 
(2) クラウド利用の最適化を実現するネットワーク・セキュリティなどの最新の製

品・サービスの実態調査と利用シーンを定義 
(3) (1)の結果と(2)の調査を受け、マルチクラウドを安心して利用できるように企

業ネットワーク基盤と運用管理のあるべき姿をレベル分けして検討 
(4) 実サービスや机上での検討結果の検証を実施、マルチクラウド時代の企業ネッ

トワークの達成度レベルとベストプラクティスを提案 
参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・AWS/Azure,Office365 などのパブリッククラウドの自社導入・運用経験のある方 
・パブリッククラウドのサービス提供関係者など、パブリッククラウドの知見を有す
る方 
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管理／運用 No.19 設備と連携する情報システム群を様々なサイバー攻撃の 
リスクから守る研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

2010 年に発生した「Stuxnet」や 2017 年のランサムウエアである「WannaCry」
に代表されるマルウェアは、年々その攻撃方法が巧妙化かつ複雑化し、増加傾向に
ある。総務省の調査によれば、2020 年には IoT デバイスは全世界で 300 億個にな
ると言われている。これまでインターネットにつながっていない設備群及び設備群
の運転の媒介となる IoT は、極めて高い可用性と安全性が求められるが、未だセキ
ュリティ対策の議論や具体的な対策が不十分な状況にある。 
 
本分科会では、国内外で発生しているサイバーセキュリティインシデントから如

何に設備と連携する情報システム群を保護すべきかについて、関連する「ガイドラ
イン」・「認証」などの情報を整理することで、サイバーセキュリティマネジメント
システムのあるべき姿を研究する。 

目標とする研究成果 ・設備と連携する情報システム群を保護する上での物理面、技術面、運用面での課
題を抽出整理 

・サイバーセキュリティリスク回避・低減の為の管理策 
・設備と連携する情報システム群を守る「実務上の指針（あるべき姿）」の策定 

具体的な研究手順 (1) 設備の定義（対象の具体化）、対応するリスク、脅威、影響度分析を実施 
(2) 現場実務と国内外の設備に対するセキュリティ要件のギャップ分析 
(3) 設備の実務運用担当者に対する現場実務ヒアリングを実施 
(4) (1)～(3)からサイバーセキュリティマネジメントシステムのあるべき姿の策定 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・情報システム部門の運用責任者・担当者（特に情報セキュリティ経験者） 
・施設管理責任者（含む設備運用保守事業者） 
・設備構築事業者（システムインテグレーター） 

  

管理／運用 No.20 自動化・AI 化の過渡期におけるシステム運用部門の人材育成に 
関する研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

システムの自動化・冗長化、AI 活用などが進む一方、人間による作業を必要とす
るレガシーシステムの運用も多数残っている。旧来システムも含め、広く安定稼働
を堅持する必要のある運用部門において、先進的・先端的な領域の技術を常に追い
かけながら、人材育成を行うことは困難になりつつある。 
また、自社ないし顧客の商品・サービスなどのビジネス理解が必要な局面もあり、

部門全体として求められる知識が増加している。 
 
本分科会では、デジタル時代を前提としたシステム運用部門で求められる人材像

の可視化・今後の方向性、現況を踏まえた効果的な人材育成プラン・カリキュラム
を研究する。 

目標とする研究成果 ・システム運用部門に求められる職能・人材像・方向性・知識一覧 
・上記の職能・知識を踏まえた、システム運用部門で育成すべき人材のパターン集 
・人材パターン毎の育成プラン・カリキュラム・課題一覧 

具体的な研究手順 (1) システム運用部門における課題抽出 
(2) デジタル時代のシステム運用部門が習得すべき技術スキルの検討 
(3) システム運用部門に求められる人材像のパターンを検討 
(4) 人材パターン毎の育成プラン・カリキュラム・課題一覧の作成 
(5) 人材育成を通じた目指す効果の策定 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・システム運用部門の計画立案/人材育成に携わる方 
・システム運用部門においてサイトリライアビリティエンジニアリング(SRE)に興
味のある方 
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新分野 No.21 個人情報の流通拡大に伴うビジネス活用の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

個人情報保護法の改正に伴い、匿名加工情報については、広くビジネスに活用し
ていくことが期待されている。一方、KYC(Know Your Customer)に代表される本
人確認情報はまだまだ法規制の壁も高い。そのような中で、個人情報は積極的にビ
ジネスに活用拡大し難い状況にある。 
 
本分科会では個人情報を利活用する上での条件や可能性を整理し、どのように個

人情報をビジネスに活用できるかを研究する。 

目標とする研究成果 ・個人情報共有に関する制約事項の整理 
・個人情報のビジネス活用ガイドライン 

具体的な研究手順 (1) 個人情報ビジネスの事例調査 
(2) 個人情報共有に関する制約の調査 
(3) ビジネスで活用されている個人情報の洗い出し 
(4) 個人情報の活用拡大の検討 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・個人情報のビジネス活用に関心のある方 
・匿名加工情報の扱いを検討している方 

 

新分野 No.22 マイクロサービス活用手法の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

デジタルビジネス時代における迅速なビジネス開発や急激な環境変化に追随す
るため、小さなサービスを組み合わせてアプリケーションを開発することで変化対
応力を高めるマイクロサービスアーキテクチャが注目されている。しかし、従来の
ウォーターフォール型開発とは大きく異なる新しいアーキテクチャや開発スタイ
ルであるため、適切な設計・開発手法やノウハウが整備されていないのが現状であ
る。 
  
本分科会では、利用可能なサービスに関する情報を収集・分類し、マイクロサー

ビスを利用した開発・運用について研究する。 

目標とする研究成果 ・マイクロサービスの特徴の整理（長所と短所、投資効果、制約条件、課題など） 
・企画／設計における検討ポイント（適用分野に応じた適用可否指針、分割粒度、
データ観点など） 

・開発・運用スタイルガイド（体制・マネジメント、プロセス、テスト方法など）
の提言 

具体的な研究手順 (1) マイクロサービスに関する情報を収集し、事例も調査 
(2) マイクロサービスの特徴を整理し、適用分野での有効性と留意点の見極め 
(3) マイクロサービスを企画／設計／開発／運用するための検討ポイント・適用方

法の指針・ガイドラインを検討 
(4) 上記の指針・ガイドラインを、具体的な事例をベースにして机上で検証 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・アジャイル開発やリーンスタートアップの経験のある方 
・マイクロサービスの導入を検討している、あるいは関心のある方 
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新分野 No.23 デザイン思考におけるプロトタイピング実践方法の研究 

研究内容・研究方針 
（背景・現状の課題、 
研究目標・方向性）  

新たなテクノロジーを用いて社会環境が急速に変化する中、これまでの方法論や
価値観が、新規ビジネスやサービスの展開などに通用しなくなってきている。つま
り、イノベーションによって、既存ビジネスをディスラプト（破壊）して再構築す
ることが求められている。 
イノベーションを生み出す手法として注目されているデザイン思考では、曖昧な

要求や仮説を検証するためにプロトタイピングを行う。しかし、紙芝居のような簡
易なプロトタイピングから、クラウドサービスをマッシュアップして短期間で開発
するプロトタイピングまで、その方法は様々である。 
 
本分科会では、情報システム部門が自社の強みを活かして、他者からの要求に対

し、デザイン思考を使って最適なプロトタイピングを実践できる方法を研究する。 
目標とする研究成果 ・プロトタイピング実践ガイドライン 

具体的な研究手順 (1) プロトタイピング手法の調査 
(2) プロトタイピング手法のパターン分類 
(3) プロトタイピングの実践 
(4) プロトタイピングの実践時における勘所、留意点の整理 

参加条件  
対象部門・クラス・前提スキ
ルなど 

・デザイン思考を活用した経験がある方 

 

 


